
２学期の教育活動を振り返る ～生徒・保護者・地域の声を受け止めて～

校 長 能 登 敬 久

今季最強寒波の到来でいよいよ雪かきシーズンとなりました。あんなに暑かった夏はどこへ行ってし

まったのでしょうか。コロナの収束を感じる間もなく、今度はインフルエンザの猛威が広がっています。

皆様におかれましては、引き続き健康にご留意ください。

さて、この度はご多用の折、学校評価にご協力をいただき深くお礼申し上げます。より良い学校づく

りのための学校評価の実施は法律で次のように定められています。

①教職員による自己評価を行いその結果を公表すること

②保護者などの学校の関係者による評価を行い、その結果を公表するよう努めること

③自己評価の結果・学校関係者評価の結果を設置者に報告すること

保護者アンケート（回収率59％・103家庭/175家庭）に寄せられたご意見やお気づきの点として教育活

動や生徒指導の対応などがございました。（要点部分一部抜粋）

・気温が高い時のジャージ登校可など、その時に合った対応をしてほしいです。

・保護者が学校関係者に相談しやすい環境をつくってほしいです。

・授業中などけがや事故が起きないようにしてほしいです。

・勉強したい子が集中して取り組める授業づくりをしてほしいです。

・子供たちは自分がいじめの対象にならないかとても心配しています。

・コロナの大変さを忘れず、一日一日大切にしてほしいです。

・感受性の強い子、個性の豊かな子、感覚の鋭敏な子も安心できる学校にしてほしいです。

・私語をして授業にならないとか、わがままな行動で貴重な時間を奪われるのは残念です。

また、励ましや勇気づけられるご意見も頂戴いたしました。（要点部分一部抜粋）

・担任の先生は大変な中でも常に子どものことを考えフォローしてくれています。

・担任の先生や他先生達のおかげで楽しい学校生活を送れているようです。

・もっと学校や地域のことに目を向けなければ。先生方には感謝の気持ちはもっています。

・学校祭や進路のYouTube配信は、働いている親にとっても良心的で感染症の心配をせずに自宅でゆ

っくり見られて良かったです。

・教師の考え方次第ですが、生徒のために学習面や生活面（友人等）など熱い先生はしてくれてい

ると思います。そういう教師は子どもも尊敬しているので家庭でも話しをします。

・部活動では熱心にご指導いただき大変感謝しております。

・毎日楽しく学校に行っています。勉強もがんばっています。

・保護者が学校との関わりを少しでも多くなることができたらと思います。

この冬休みの期間に、生徒、保護者、地域アンケートの集計結果や意見や要望をもとに、すぐに対応

できること、来年度から対応を進めていくこと等の検討を進め、「沼ノ端中学校は良くなっている」と感

じてもらえるように全教職員で取り組んでまいります。

今年も残すところ数日となりました。皆様にとって来年がよい年となりますようお祈り申し上げます。
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生活向上のために"Build up week"

学校の生活習慣の向上を図るため生徒会が中心

となり、１１月２９日（水）～１２月８日（金）

の期間を"Build up week"として、以下の点検活動

に取り組みました。全校協議会では授業の号令・

５分前登校、生活常任委員会では授業の私語、学

習常任委員会では忘れ物、保健常任委員会では給

食準備の点検活動を、放送常任委員会では上記の

取組結果を報告する活動を行いました。点検結果

は生徒玄関前に掲示しています。先月の生徒総会

では、この取組を一年を通して続けてほしいとの

要望も出され、よりよい学校生活を維持していき

たいという生徒達の思いが見られました。執行部

からの回答により、要望通りにとはなりませんで

したが、自分達の普段の生活を見つめ、お互いに

コミュニケーションを図って改善を目指す姿勢は

とても大切な資質です。今後も持ち続けてほしい

と願います。

伝統音楽のよさを

１２月４日（月）の参観日、１年２組では音楽

で箏の演奏の授業が公開されました。和楽器を使

用した表現活動は、生徒が我が国や郷土の伝統音

楽のよさを味わうことができるようにとの目的か

ら導入しているものです。グローバル化が進展す

るこれからの時代を生きていく子どもたちにとっ

ては、小学校など早期の段階から和楽器の直接体

験を通して、そのよさを実感していることには大

きな意味があるからです。当日は、多くの保護者

の皆様にご来校をいただき誠にありがとうござい

ました。２月の参観日や３月の三者懇談会の際も

多くの保護者の皆様のご来校をお待ちしています。

食べることでこころとからだを

食育指導にかかわり２年生の出前授業が１２月

１４日（木）に開催されました。講師には道の駅

ウトナイ湖プレジール店長の 様にご来校

いただきました。フードアナリストや調理師とし

ても活躍されており、苫小牧ブランド豚Ｂ１とん

ちゃんの生産に携わっています。講演は、食べる

ことへの感謝と命、こころとからだを作ること、

地産地消の有用性、四季の移り変わりの幸せ等、

食べることの重要性とその関連について、わかり

やすくお話しをいただくことができました。

＜冬休み中の安全のために＞

■冬季の屋外レジャーでは

スキーやスケート等では危険な滑走をしない

立入禁止区間には入らない

屋根の下、氷の張った湖や川などに近づかない

■スマートフォンやインターネットの利用では

家庭で利用のルールを話し合うなど確認

ＳＮＳに起因する犯罪等、トラブルを回避

情報モラルを身につけ、巻き込まれない

＜相談のご案内＞

■スクール・カウンセラー

１月２２日（月）９：００～１３：００

ご予約は学校までご連絡ください。

■心の相談員１月

１６（火）１９（金）２３（火）２５（木）

２６（金）いずれも１０：００～１４：００

学校の閉庁期間について

以下の期間は、学校閉庁期間となっております。

ご了承の程をお願いいたします。

なお、命に関わるような緊急時の際は、以下の

連絡先にお願いします。

■12/29(金)～1/3(水)市役所(代表)32-6111

■1/4(木)～1/5(金)市教委(総務企画課)32-6739

また、子どもたちの安全、悩みや相談にかかわ

っては、先日配付しました主な相談窓口一覧もご

参照ください。


